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山
武
市
歴
史
民
俗
資
料
館
分
館

「
松
尾
藩
資
料
館
」
は
平
成
27
年

11
月
26
日
か
ら
一
般
公
開
を
開
始

し
ま
し
た
。

展
示
パ
ネ
ル
・
展
示
ケ
ー
ス
・

ド
ア
は
サ
ン
ブ
ス
ギ
を
使
用
し
て

お
り
、
ほ
の
か
に
ス
ギ
の
香
り
が

し
ま
す
。

展
示
資
料
は
松
尾
藩
士
の
子
孫

の
方
々
か
ら
甲
冑
・
陣
羽
織
・
測

量
具
・
食
器
・
ガ
ラ
ス
乾
板
（
現

在
の
フ
イ
ル
ム
に
相
当
）
等
を
寄

贈
し
て
い
た
だ
い
た
も
の
を
展
示

し
て
い
ま
す
。

展
示
資
料
を
い
く
つ
か
紹
介
し

ま
す
。

戦
国
大
名
、
京
極
高
次
の
知ち

行
ぎ
ょ
う

状じ
ょ
う（

戦
功
等
に
よ
る
土
地
加
増

書
）
は
、
松
尾
藩
士
で
あ
る
山
田

家
に
伝
来
し
た
書
状
で
す
。
山
田

家
は
戦
国
時
代
、
京
極
家
に
仕
え

て
い
ま
し
た
が
、
浜
松
城
主
太
田

資す
け

宗む
ね

（
後
に
太
田
家
初
代
掛
川
城

主
）
に
ヘ
ッ
ド
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
さ

れ
、
そ
の
後
、
太
田
家
に
仕
え
家

老
等
を
歴
任
し
、
最
後
の
藩
主
資す
け

美よ
し

の
執
事
を
務
め
た
家
柄
で
す
。

京
極
高
次
の
書
状
が
関
東
で
発

見
さ
れ
る
の
は
大
変
珍
し
く
、
貴

重
な
資
料
と
な
り
ま
す
の
で
レ
プ

リ
カ
（
写
真
展
示
）
を
展
示
し
て

い
ま
す
。

京
極
高
次
の
妻
は
浅
井
長
政
と

信
長
の
妹
お
市
方
と
の
間
に
生
ま

れ
た
次
女
「
初
」
で
す
。
ち
な
み

に
姉
「
茶
々
」（
淀
殿
）
は
豊
臣

秀
吉
の
側
室
、
妹
「
江
」
は
徳
川

秀
忠
の
正
室
で
す
。

「
松
尾
藩
資
料
館
」
は
松
尾
Ｉ

Ｔ
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
図
書

館
の
隣
に
あ
り
ま
す
。

長
持
ち
（
水
戸
徳
川
葵
紋
付
）

や
高
札
・
測
量
具
等
の
展
示
も
あ

り
ま
す
。
ぜ
ひ
一
度
ご
来
館
く
だ

さ
い
。

施
設
案
内　

所�
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午
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休
館
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松
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図
書
館
と
同
じ
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史
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陣羽織

松本家の家紋「丸に洲
す
浜
はま
」

浅
あさぎいとおどしとうせぐそく
葱糸威当世具足
二
にじゅうよんけんすじかぶと
十四間筋兜

京極高次からの知行状

　

松
尾
藩
へ
の
誘い

ざ
な

い

【
注
釈
】　
御
恩
（
合
戦
で

の
戦
功
）
と
し
て
粟
津
別

保
（
現
滋
賀
県
大
津
市
別

保
）
の
百
石
、
蒲
生
郡
中

小
森
（
現
滋
賀
県
竜
王
町

中
森
村
）
の
五
十
石
、
高

嶋
北
端
（
現
滋
賀
県
高
嶋

市
）
に
五
十
石
、
合
計
二

百
石
の
領
地
を
与
え
る
の

で
き
ち
ん
と
支
配
す
る
こ

と慶
長
四
年
（
一
五
九
九
）

　
　
　
九
月
十
八
日

�

京
極
高
次
（
花
押
）

�

山
田
平
兵
衛
殿


